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令
和
六
年
度
よ
り
浄
土
宗
保

育
協
会
理
事
長
に
就
任
し
て
二

年
が
経
ち
ま
し
た
。
一
年
を
振

り
返
る
と
、
鬼
怒
川
温
泉
に
て

関
東
地
区
研
修
会
に
参
加
、
続

い
て
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に

て
九
州
地
区
研
修
会
に
参
加
、

松
阪
市
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に

て
東
海
地
区
研
修
会
に
参
加
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
・
総
本

山
知
恩
院
に
て
浄
土
宗
保
育
全

国
研
修
会
に
参
加
、
猊
下
の
御

垂
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
福
岡
久
留
米
善
導
寺
に
て

帰
敬
式
等
に
参
加
、
台
下
の
御

垂
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
有
る

研
修
に
そ
の
都
度
新
し
い
発
見

が
あ
り
有
意
義
な
研
修
で
し

た
。
と
く
に
、
京
都
で
の
全
国

研
修
会
で
は
、
ご
高
齢
伊
藤
唯

心
大
僧
正
猊
下
に
よ
る
二
十
分

に
も
及
ぶ
御
垂
示
を
い
た
だ

き
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

お
説
き
く
だ
さ
り
、
大
変
感
激

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢

教
区
の
松
阪
で
は
、
江
戸
時
代

松
阪
は
伊
勢
の
国
で
は
な
く
紀

伊
の
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
新
し

い
発
見
で
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
八
年
度
を
迎
え

て
ま
ず
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、『
浄
土
宗
保

育
指
針
』
の
改
訂
で
す
。
現
在

の
保
育
指
針
を
出
版
し
た
の

は
、
第
十
二
代
理
事
長
白
籏
文

雄
先
生
の
時
、
私
が
企
画
委

員
長
を
拝
命
し
て
い
た
平
成

二
十
五
年
で
し
た
。
す
で
に

十
二
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
ま

す
。
時
代
の
変
遷
は
止
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
、
十
二
年
前
に

は
こ
ど
も
園
は
存
在
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
は
こ
ど
も
園

が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
育
指
針
は
十
年

を
め
ど
に
改
訂
し
て
き
て
い
ま

す
か
ら
、
す
で
に
そ
の
時
期
を

超
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
『
浄

土
宗
保
育
指
針
』
を
出
版
す
べ

く
、
準
備
を
重
ね
て
、
内
容
あ

る
も
の
に
完
成
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
概
略
を
説
明
し
ま
す
。

「
浄
土
宗
保
育
の
理
念
」

佐
藤
和
順
先
生

「
法
然
上
人
の
教
え
と
日
常
保
育
」

　
祖
父
江
霊
完
先
生

「
浄
土
宗
保
育
の
年
間
行
事
」

　
　
和
田
典
善
先
生

「
お
釈
迦
様
の
生
涯
と
教
え
・

大
乗
佛
教
と
浄
土
教
・
法
然
上

人
の
御
生
涯
と
教
え
・
浄
土
宗

保
育
と
十
二
ヶ
月
の
徳
目
」

村
上
真
瑞

「
浄
土
宗
保
育
の
Ｑ
＆
Ａ
」

高
橋
　
司
先
生

及
び
、
各
質
問
に
は
、
専
門
性

の
高
い
先
生
が
答
え
る
。

「
浄
土
宗
保
育
の
曲
と
楽
譜
、

浄
土
宗
保
育
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
」

高
橋
　
司
先
生

と
い
う
よ
う
な
内
容
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
『
浄
土
宗

保
育
指
針
』
の
完
成
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
度
を
迎
え
て
ご
挨
拶

浄
土
宗
保
育
協
会
理
事
長

村
上
真
瑞

ご あ い さ つ
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令和７年度事業報告

（
一
）
全
国
研
修
会
　併
修
：
近
畿
地
区
研
修
会

 

日
　
時
　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
〜 

二
十
八
日
（
土
） 

会
　
場
　
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
大
本
山
増
上
寺

 
担
　
当
　
京
都
教
区
西
村
　
宏 

堂
　
先
生

 

講
　
演
「
瞬
間
に
生
き
る
子
供
と
保
育
者
」

 
 
 

　
佛
教
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
学
科
教
授

 
 
 

　
小
林
み
ど
り 

先
生

 
 
 

「
性
別
も
人
種
も
関
係
な
く
皆
平
等
」 

 
 

 
 
 

　
浄
土
宗
僧
侶
・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

 
 
 

　
L
G
B
T
Q
活
動
家

 
 
 

　
西
村
　
宏 
堂
　
先
生

 

総
本
山
知
恩
院
　
御
門
主
猊
下
ご
拝
謁
と
諸
堂
拝
観

 
 
 

「
御
十
念
　
抱
か
れ
て
子
は
育
つ
」

 
 
 

　
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
第
八
十
八
世
門
跡

 
 
 

　
伊
藤
　
唯
眞
　
猊
下 

参
加
者
数
一
〇
八
名

（
二
）
帰
敬
式

 

第
二
十
九
回
浄
土
宗
保
育
協
会
加
盟
施
設
教
職
員
の
た
め
の  

 

帰
敬
式
（
社
会
福
祉
協
会
共
催
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）
〜 

三
月
一
日
（
日
） 

 

会
　
場
　
大
本
山
善
導
寺

 

担
　
当
　
九
州
地
区

 

勧
　
戒
　
日
下
部 

匡
信 

台
下

　 

勧
戒
師
　
安
永 

宏
史 

師
　
　
　
　
　
　
参
加
者
数
三
十
四
名

（
三
）
教
職
員
交
流

 

・
職
員
派
遣
型

 

　
上
目
黒
桜
祐
保
育
園 

 

蓮
美
幼
児
学
園
祐
天
寺
ナ
ー
サ
リ
ー

（
四
）
地
区
研
修
会

　（北
海
道
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

 

会
　
場
　
報
恩
寺

 

担
　
当
　
北
海
道
第
二
教
区

 

講
　
演
「
幼
児
期
に
お
け
る
生
命
尊
重
を
考
え
る
」

 
 
 

　
副
学
長
　
佐
藤 

貴
虎 

先
生

 
 
 

「
生
命
尊
重
の
保
育
」

 
 
 

　
住
職
　
寺
井 

一
哉 

先
生

 
 
 

「
わ
ら
べ
う
た
」

 
 
 

　
園
長
　
小
山 

ひ
と
み 

先
生
　
参
加
者
数
十
二
名

　（東
北
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

 

会
　
場
　
九
品
寺
檀
信
徒
会
館

 

担
　
当
　
福
島
教
区

 

講
　
演
　「
超
少
子
化
時
代
に
お
け
る
地
域
と
共
に
歩
む
園
づ
く
り
」

 
 
 

　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　（
株
）
い
ち
た
す

 
 
 

「
専
称
寺
参
拝
　
旧
名
越
派
惣
本
山
の
歴
史
と
文
化
」

 
 
 

　
専
称
寺
住
職
　
遠
藤 

弘
道 

先
生参加

者
数
四
十
六
名

　（関
東
地
区
）

 
日
　
時 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
（
金
）
〜 

二
十
八
日
（
土
） 

 
会
　
場 

栃
木
鬼
怒
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ズ

 

担
　
当 

栃
木
教
区
　
鮫
島 

良
一 

先
生

令
和
七
年
度　

事

業

報

告
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園 訪 問

愛
知
県
豊
川
市
小
坂
井
地
区

に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
「
こ
ざ

か
い
こ
ど
も
園
」
は
、
豊
川
市

か
ら
初
め
て
民
間
移
管
さ
れ
た

施
設
で
あ
る
。
も
と
も
と
小
坂

井
地
区
で
保
育
園
を
運
営
さ
れ

て
い
た
社
会
福
祉
法
人
清
源
会

（
黒
野
昌
寛
理
事
長
）
が
新
た
な

運
営
母
体
と
な
っ
て
二
〇
二
五

年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
新
築
の
園
舎
を
是
非
拝
見
し

た
い
と
取
材
を
申
し
込
ん
だ
と

こ
ろ
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
、（
三
河
教
区
豊
川
組
　
神
泉

寺
　
住
職
）
認
定
こ
ど
も
園
美

園
こ
ど
も
園
園
長
黒
野
昌
康

上
人
と
、
こ
ざ
か
い
子
ど
も
園

施
設
長
　
松
野
慶
子
先
生
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
下
さ
っ

た
。

　
一
戸
建
て
住
宅
が
並
ぶ
閑
静

な
住
宅
地
に
立
つ
モ
ダ
ン
な
二

階
建
て
の
園
舎
。
お
寺
と
園
は

二
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
ら
し

◆ こざかいこども園 ◆
2025年 4月に新設されました愛知県豊川市にある、認定こども園

「こざかいこども園」に訪問し、施設長の松野 慶子 先生と黒野 昌康 上人
（三河教区豊川組 神泉寺 住職）にお話を伺いました。

園 問訪

い
。
市
か
ら
民
間
移
管
さ
れ
た

施
設
で
あ
る
た
め
仏
教
園
と
し

て
の
面
影
は
な
い
。
ホ
ー
ル
に

も
保
育
室
に
も
〝
の
の
さ
ま″
は

祀
ら
れ
て
い
な
い
。
仏
教
行
事

に
つ
い
て
も
特
別
な
こ
と
は
せ

ず
、
お
話
し
の
み
。
新
し
く
設

置
さ
れ
た
施
設
で
は
仏
教
園
と

し
て
の
独
自
性
を
出
し
難
い
。

こ
ざ
か
い
子
ど
も
園
で
も
行
政

や
地
域
住
民
と
折
り
合
い
を
つ

け
な
が
ら
仏
教
保
育
の
在
り
方

を
模
索
す
る
日
々
が
続
い
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。

〜
豊
川
市
か
ら
初
め
て
民
間
移
管
さ
れ
た
施
設
〜

黒野 昌康 上人

園庭

玄関
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園 訪 問

玄
関
を
入
る
と
、
非
常
に
開
放

的
で
、
明
る
く
、
清
潔
感
に
満

た
さ
れ
た
気
持
ち
の
良
い
空
間

が
広
が
っ
て
い
た
。
必
要
以
上

の
掲
示
物
も
無
く
非
常
に
ス
ッ

キ
リ
し
て
い
る
。
隣
接
し
た
職

員
室
は
ま
る
で
オ
フ
ィ
ス
の
よ

う
。
複
数
の
台
形
の
テ
ー
ブ
ル

は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
次
第
で

様
々
な
大
き
さ
や
形
に
変
化
す

る
。
数
人
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
り
、
個
別
に
　
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
た
り
と
、

思
い
思
い
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

山科幼稚園の白籏 圭悟 園長 が訪問し、お話を伺いました。取材メモ

　
一
階
に
は
〇
〜
二
歳
児
、
二
階

に
は
三
〜
五
歳
児
の
保
育
室
が
あ

る
。
一
階
は
職
員
室
か
ら
乳
児
ク

ラ
ス
や
園
庭
が
よ
く
見
え
る
。
ど

の
部
屋
も
広
々
と
し
て
開
放
的
で

清
潔
感
が
あ
り
大
変
気
持
ち
が
い

い
。
保
育
室
の
天
井
は
ア
ル
ミ
フ

レ
ー
ム
が
等
間
隔
に
並
び
、
そ
の

合
間
か
ら
む
き
出
し
の
電
気
配
線

や
ダ
ク
ト
な
ど
が
見
え
て
い
る
。

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
印
象
を
受
け

る
が
、
お
昼
寝
の
場
所
に
は
や
さ

し
い
薄
桃
色
の
天
蓋
を
か
け
、
無

機
質
な
天
井
に
柔
ら
か
な
印
象
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
な
が

ら
、
細
部
に
も
高
い
デ
ザ
イ
ン
性

を
有
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
も
完
成
品
と
し
て
販

売
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
そ
う

だ
。

　
廊
下
や
階
段
な
ど
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
は
か
な
り
ゆ
っ
た
り
と
作

ら
れ
て
い
る
。
本
来
保
育
室
に
あ

る
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
も
廊
下
に
置
か

れ
、
保
育
室
と
廊
下
の
境
界
線
が

い
い
意
味
で
曖
昧
に
な
っ
て
い

る
。
毎
日
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
は

お
部
屋
を
飛
び
出
し
て
様
々
な
場

所
で
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
に
違

い
な
い
。
異
年
齢
の
交
流
も
増
え

そ
う
だ
。
そ
の
広
い
廊
下
に
一
か

所
だ
け
壁
や
棚
で
仕
切
ら
れ
た
隠

れ
家
の
よ
う
な
小
さ
な
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
入

口
が
あ
り
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
よ

う
で
も
あ
る
が
、
特
定
の
目
的
の

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
な
い
ら
し

い
。
心
が
落
ち
着
く
空
間
で
も
あ

り
、
様
々
な
遊
び
を
創
造
で
き
そ

う
な
空
間
。
子
ど
も
た
ち
は
普
段

こ
の
場
所
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
設
置
者
の

思
い
が
こ
も
っ
た
象
徴
的
な
場
所

だ
と
黒
野
上
人
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

　
ど
の
子
に
も
居
場
所
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
先
生

た
ち
、送
り
迎
え
に
来
る
保
護
者
、

地
域
の
人
々
、
訪
れ
る
人
皆
が
そ

の
居
心
地
の
良
さ
を
実
感
す
る
。

「
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
活
動
風

景
が
周
辺
地
域
に
溶
け
込
み
、
今

ま
で
あ
っ
た
保
育
園
の
記
憶
を
継

承
し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
領
域

を
守
り
な
が
ら
開
く
、
地
域
と
さ

ら
な
る
密
接
な
関
係
を
築
き
上
げ

る
こ
ど
も
園
を
目
指
し
て
い
る
。」

と
、
教
え
て
下
さ
っ
た
。

　
人
と
人
と
が
結
び
つ
く
す
ば
ら

し
い
保
育
環
境
が
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
ゆ
く
。

〜 

ど
の
子
に
も
居
場
所
が
あ
る
心
地
よ
い
空
間 

〜

職員室

特徴的なコーナー
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令和７年度事業報告

（
一
）
全
国
研
修
会
　併
修
：
近
畿
地
区
研
修
会

 
日
　
時
　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
〜 

二
十
八
日
（
土
） 

会
　
場
　
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
大
本
山
増
上
寺

 

担
　
当
　
京
都
教
区
西
村
　
宏 

堂
　
先
生

 

講
　
演
「
瞬
間
に
生
き
る
子
供
と
保
育
者
」

 
 
 

　
佛
教
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
学
科
教
授

 
 
 

　
小
林
み
ど
り 

先
生

 
 
 

「
性
別
も
人
種
も
関
係
な
く
皆
平
等
」 
 

 
 

 
 

　
浄
土
宗
僧
侶
・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

 
 
 

　
L
G
B
T
Q
活
動
家

 
 
 

　
西
村
　
宏 

堂
　
先
生

 

総
本
山
知
恩
院
　
御
門
主
猊
下
ご
拝
謁
と
諸
堂
拝
観

 
 
 

「
御
十
念
　
抱
か
れ
て
子
は
育
つ
」

 
 
 

　
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
第
八
十
八
世
門
跡

 
 
 

　
伊
藤
　
唯
眞
　
猊
下 

参
加
者
数
一
〇
八
名

（
二
）
帰
敬
式

 

第
二
十
九
回
浄
土
宗
保
育
協
会
加
盟
施
設
教
職
員
の
た
め
の  

 

帰
敬
式
（
社
会
福
祉
協
会
共
催
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）
〜 

三
月
一
日
（
日
） 

 

会
　
場
　
大
本
山
善
導
寺

 

担
　
当
　
九
州
地
区

 

勧
　
戒
　
日
下
部 

匡
信 

台
下

　 

勧
戒
師
　
安
永 

宏
史 

師
　
　
　
　
　
　
参
加
者
数
三
十
四
名

（
三
）
教
職
員
交
流

 

・
職
員
派
遣
型

 

　
上
目
黒
桜
祐
保
育
園 

 

蓮
美
幼
児
学
園
祐
天
寺
ナ
ー
サ
リ
ー

（
四
）
地
区
研
修
会

　（北
海
道
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

 

会
　
場
　
報
恩
寺

 

担
　
当
　
北
海
道
第
二
教
区

 

講
　
演
「
幼
児
期
に
お
け
る
生
命
尊
重
を
考
え
る
」

 
 
 

　
副
学
長
　
佐
藤 

貴
虎 

先
生

 
 
 

「
生
命
尊
重
の
保
育
」

 
 
 

　
住
職
　
寺
井 

一
哉 

先
生

 
 
 

「
わ
ら
べ
う
た
」

 
 
 

　
園
長
　
小
山 

ひ
と
み 

先
生
　
参
加
者
数
十
二
名

　（東
北
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
八
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

 

会
　
場
　
九
品
寺
檀
信
徒
会
館

 

担
　
当
　
福
島
教
区

 

講
　
演
　「
超
少
子
化
時
代
に
お
け
る
地
域
と
共
に
歩
む
園
づ
く
り
」

 
 
 

　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　（
株
）
い
ち
た
す

 
 
 

「
専
称
寺
参
拝
　
旧
名
越
派
惣
本
山
の
歴
史
と
文
化
」

 
 
 

　
専
称
寺
住
職
　
遠
藤 

弘
道 

先
生参加

者
数
四
十
六
名

　（関
東
地
区
）

 
日
　
時 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
（
金
）
〜 

二
十
八
日
（
土
） 

 

会
　
場 
栃
木
鬼
怒
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ズ

 

担
　
当 
栃
木
教
区
　
鮫
島 

良
一 

先
生

令
和
七
年
度　

事

業

報

告



5

令和７年度事業報告
 

講
　
演 

「
毎
月
の
仏
教
保
育
の
徳
目
を
ど
う
保
育
に
生
か
す
か
？
」

 
 

　
栃
木
教
区
仏
教
保
育
協
会
会
長
・
学
校
法
人
呑
竜
愛
育
会
理
事
長

 
 

　
小
林 

研
介 

先
生
　
　
　
　

 
 

「
寺
院
の
地
域
に
お
け
る
活
動
と
そ
の
役
割
と
は
」

 
 

　
栃
木
教
区
法
玄
寺
住
職
・
元
足
利
工
業
大
学
教
授 

 
 

　
元
足
利
工
業
大
学
教
授
　
和
田 

幸
信 

先
生

 

　
　
　
　「
子
ど
も
た
ち
と
表
現
を
楽
し
む
た
め
の
エ
ト
セ
ト
ラ

 
 

〜  
遊
び
心
と
小
さ
な
工
夫  

〜
」

 
 

　
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
准
教
授 

同
付
属
三
松
幼
稚
園
園
長

 
 

　
鮫
島
　
良
一 
先
生

参
加
者
数
三
十
名
　

　（
東
海
地
区
）

 

日
　
時
　
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
二
十
三
日
（
日
）

 

会
　
場
　
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

 

担
　
当
　
伊
勢
教
区

 

講
　
演
「
楽
し
い
！
お
も
し
ろ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
は
じ
ま
る
あ
そ
び
の
時
間
」

 
 

　
絵
本
・
あ
そ
び
作
家
　
浦
中 

こ
う
い
ち 

先
生

 
 

「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
芸
術
」

 
 

　
N
P
O
法
人
希
望
の
園
理
事
長 

村
林 
真
哉 
先
生

 
 

「
家
族
と
子
ど
も
の
支
援
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
」

 
 

　
志
村 

浩
二 

先
生

参
加
者
数
六
十
名

　（北
陸
地
区
） 

　
　

 

　
開
催
な
し

　（近
畿
地
区
）

 

全
国
研
修
会
併
修

　（中
四
国
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

 

会
　
場
　
オ
ー
ル
ド
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
道
後
山
の
手
ホ
テ
ル

 

担
　
当
　
愛
媛
教
区

 

講
　
演
「
保
育
現
場
に
お
け
る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

 
 

　（
一
社
）
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

 
 

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
須
賀 

真
紀
子 

先
生

 
 

「
筆
ペ
ン
に
親
し
も
う
」

 
 

　
書
き
方
教
室
書
道
教
室
主
催
　
大
野 

裕
美 

先
生

 
 

「
発
表
会
に
活
か
せ
る
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
」

 
 

　
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
M
O
G
A 

ダ
ン
ス
教
室
講
師

 
 

　
丸
山 

陽
子 

先
生

参
加
者
数
四
十
七
名

　（九
州
地
区
）

 

日
　
時
　
令
和
七
年
六
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
二
十
九
日
（
日
）

 

会
　
場
　
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

 

担
　
当
　
福
岡
教
区

 

講
　
演
「
浄
土
宗
保
育
」

 
 

　
佐
賀
光
明
院
住
職

 
 

　
社
会
福
祉
法
人
『
光
明
会
』
理
事
長
・
若
葉
保
育
園
園
長

 
 

　
中
岡 

健
雄 

先
生 

 
 

「
縁
起
が
織
り
な
す
出
会
い

ー 

未
来
を
変
え
る
因
縁
の
チ
カ
ラ 

ー
」

 
 

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
保
護
司

 
 

　
安
永
　
智
美
　
先
生

 
 

「
愛
さ
れ
て
い
る
、〜
そ
う
思
う
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
〜
」

 
 

　
元
埼
玉
県
教
育
委
員
長
　
松
居
　
和 

先
生

参
加
者
数
一
〇
七
名
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　ー 

一
日
目

　開
会
式 

ー

　
開
会
式
は
、
以
下
の
次
第
に
沿
っ

て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
大
会
実
行
委
員
長
・
信
ケ

原
雅
文
氏
よ
り
開
会
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
、
続
い
て
浄
土
宗
保
育
協
会

理
事
長
・
村
上
真
瑞
氏
を
導
師
、
吉

澤
玄
瑛
氏
を
維
那
と
し
て
お
勤
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
浄

土
宗
保
育
協
会
理
事
長
・
村
上
真
瑞

氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
と
し
て

宗
務
総
長
・
川
中
光
教
氏
か
ら
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。
来
賓
紹
介
は
司
会

よ
り
行
わ
れ
、
閉
式
を
も
っ
て
開
会

式
は
円
成
い
た
し
ま
し
た
。

　ー 

研 

修 

① 

ー

「
瞬
時
に
生
き
る
子
ど
も
と
保
育
者
」

講
師

　小
林 

み
ど
り 

先
生

　全
国
研
修
会
は
、
小
林
み
ど
り

先
生
に
よ
る
研
修
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
会
場
に

保
育
中
の
光
景
が
写
し
出
さ
れ
た

写
真
を
用
い
、
そ
の
一
枚
に
収
め

ら
れ
た
子
ど
も
の
行
動
、
友
達
と

の
関
わ
り
、
保
育
者
の
姿
な
ど
、

写
真
の
中
に
広
が
る
『
保
育
の
物

語
』
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
い
き

ま
し
た
。

　先
生
は
「
今
、
急
ぎ
過
ぎ
て
い
な

い
？
」
と
い
う
問
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
掲
げ
、「
モ
ノ
を
動
か
す
保
育
」
に

つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　現
代
は
A
I
の
発
達
に
よ
り
情
報

提
供
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
の
保
育
で
は
、
子
ど

も
の
『
一
瞬
』
を
大
切
に
扱
い
、
そ

の
瞬
間
に
子
ど
も
が
何
を
学
ん
で
い

る
の
か
を
『
教
育
的
瞬
間
』
と
し
て

捉
え
、
時
間
を
ゆ
っ
く
り
使
い
丁
寧

に
関
わ
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、『
啐そ
つ

啄た
く

同ど
う

時じ

』
の
よ
う
に
、

子
ど
も
の
姿
と
保
育
者
の
思
い
が
重

な
る
瞬
間
を
見
逃
さ
ず
、
子
ど
も
の

動
き
を
予
測
し
な
が
ら
駆
け
引
き
を

楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
を
言
葉
だ
け
で
動
か

す
の
で
は
な
く
、「
モ
ノ
を
動
か
す
」

こ
と
で
環
境
や
状
況
を
整
え
、
子
ど

も
の
主
体
的
な
動
き
を
引
き
出
し
て

い
く
こ
と
が
保
育
者
の
役
割
で
あ
る

第
四
十
八
回

浄
土
宗
保
育
協
会
全
国
研
修
会
　京
都
大
会

　
　
　
　
　
　日 

時
　令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
〜 

二
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　会 

場
　一
日
目 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都 

／ 

二
日
目 

総
本
山
知
恩
院

　
　
　
　
　
　参 
加
　一
日
目 

一
〇
八
名 

／ 

二
日
目 

六
十
七
名

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
言
葉
が
け
が
重
要
な

場
面
も
あ
り
ま
す
。
保
育
者
の
言
葉

が
け
は
『
マ
ジ
ッ
ク
』
で
あ
り
、
尊

い
子
ど
も
の
成
長
に
そ
の
マ
ジ
ッ
ク

が
加
わ
る
こ
と
で
、
今
日
も
全
国
の

現
場
で
素
敵
な
保
育
の
瞬
間
が
切
り

取
ら
れ
て
い
る̶

先
生
は
そ
の
よ
う

に
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　ー 

研 

修 

② 

ー

「
性
別
も
人
種
も
関
係
な
く
皆
平
等
」

講
師

　西
村 

宏
堂 

先
生

　続
い
て
の
研
修
は
、
浄
土
宗
僧
侶

で
あ
り
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
り
、
L
G
B
T
Q
の
一
員

と
し
て
性
別
も
人
種
も
関
係
な
く
皆

平
等
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
さ

れ
て
い
る
西
村
宏
堂
先
生
の
講
演
。

　

幼
少
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
人

生
経
験
を
通
し
て
、「
誰
も
が
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
価
値
」
を
伝
え
る
も
の
で

し
た
。
幼
い
頃
か
ら
性
別
や
外
見
へ

の
違
和
感
、
社
会
の
『
理
想
像
』
に

沿
え
な
い
苦
し
さ
を
抱
え
て
き
た
西

村
氏
は
、
十
八
歳
で
渡
米
し
、
多
様

性
を
肯
定
す
る
文
化
に
触
れ
た
こ
と

で
、
自
分
ら
し
さ
を
探
す
一
歩
を
踏

開会式会長挨拶

小林みどり先生

研修1日目
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み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
で
は
外
見
や

人
種
に
対
す
る
新
た
な
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人

が
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
世
界
一
に

な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
、

「
美
し
さ
は
人
種
で
決
ま
ら
な
い
」

と
価
値
観
が
大
き
く
変
化
。
自
分
を

ど
う
表
現
す
る
か
を
学
び
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
道
に

進
み
、
師
匠
の
も
と
で
技
術
だ
け
で

な
く
「
自
分
を
大
切
に
す
る
姿
勢
」

を
学
ん
だ
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
が

育
っ
て
い
っ
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
世
界
大
会

で
出
会
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
代
表
の
ス

ピ
ー
チ
。「
自
分
と
同
じ
髪
質
や
肌

の
色
の
人
に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
の
人
を
勇

気
づ
け
、
美
し
さ
と
は
外
見
だ
け
で

な
く
、
人
を
励
ま
す
力
に
も
宿
る
と

実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　講
演
で
は
、
保
育
や
人
と
の
関
わ

り
に
通
じ
る
ヒ
ン
ト
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
同
士
が
褒
め
合
う「
ほ

め
ご
ろ
し
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
褒
め
ら

れ
る
こ
と
で
心
が
開
き
、
自
分
を
好

き
に
な
れ
る
と
い
う
体
験
を
共
有
。

ま
た
、
自
己
肯
定
感
が
人
を
好
き
に

な
る
土
台
と
な
り
、「
嫌
い
」
と
い

う
感
情
も
丁
寧
に
見
つ
め
直
す
こ
と

で
意
味
を
持
つ
と
い
う
視
点
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
認
め
、
互
い
の
違
い

を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

多
様
性
と
は
違
い
を
我
慢
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
そ
の
違
い
が
あ
る
か
ら

こ
そ
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
社
会

を
つ
く
る
視
点
で
あ
る
こ
と
が
心
に

残
り
ま
し
た
。
最
後
に
西
村
氏
は「
悩

ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
背
景

を
持
つ
人
に
寄
り
添
え
る
存
在
で
あ

り
た
い
」
と
語
り
、
研
修
は
温
か
い

余
韻
の
中
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　ー 

二
日
目 

ー

　二
日
目
は
、
透
き
通
る
青
空
の

下
、
六
十
七
名
の
参
加
者
と
と
も
に

浄
土
宗
総
本
山
・
知
恩
院
の
山
門
、

御
影
堂
を
は
じ
め
と
す
る
諸
堂
を
拝

観
し
、
七
不
思
議
や
長
い
歴
史
に
触

れ
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ご
案
内
い
た
だ
く
中
で
、
徳
川
時
代

の
様
子
を
細
や
か
に
お
伝
え
い
た
だ

き
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、古
経
堂
に
て
浄
土
門
主
・

総
本
山
知
恩
院
第
八
十
八
世
門
跡 

伊
藤
唯
眞
猊
下
よ
り
、
御
十
念
な
ら

び
に
貴
重
な
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。

お
話
の
中
で
猊
下
は
、
河
野
愛
子
氏

の
詩
「
子
は
抱
か
れ 

み
な
子
は
抱

か
れ 

子
は
抱
か
れ 

人
の
子
は
抱
か

れ
て
生
く
る
も
の
」を
ご
紹
介
さ
れ
、

「
保
育
と
い
う
営
み
は
、
す
で
に
母

親
の
お
腹
の
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

命
は
胎
内
で
す
で
に
息
を
し
、
命
あ

る
も
の
は
そ
の
命
を
全
う
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
ち
、
互
い
を
思
い

や
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
世
代
へ
命

を
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
、「
子

は
抱
い
て
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、

私
た
ち
に
静
か
に
語
り
か
け
る
よ
う

な
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　ー 

閉
会
式
に
つ
い
て 

ー
　

　閉
会
式
は
、
司
会
の
進
行
に
よ
り

粛
々
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
閉
会
が
宣
言
さ
れ
、
続
い
て
研

修
会
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
代

表
職
員
へ
村
上
理
事
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、

同
じ
く
村
上
理
事
長
よ
り
代
表
職
員

へ
感
謝
と
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
司
会
よ
り
閉
式
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
今
回
の
研
修

会
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　社
会
福
祉
法
人
み
み
づ
く
福
祉
会

　
　
　
　み
み
づ
く
保
育
園

　園
長

　北
川 

寛
信

西村宏堂先生

御門主猊下の御垂示
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ま
ず
自
然
豊
か
な
鬼
怒
川
で
開
催

し
て
頂
き
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
中
で
有
意
義
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
事
、
司
会
、
役
員
の
皆

様
私
た
ち
の
為
に
力
を
尽
く
し
て
下

さ
っ
た
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
演
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
事
は

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
伝
統
や

文
化
を
守
る
砦
と
し
て
寺
や
仏
教
教

育
が
担
う
べ
き
役
割
、
生
き
て
い
る

人
の
為
に
集
え
る
場
所
に
な
る
こ
と

の
必
要
性
は
深
く
胸
に
刻
ま
れ
た
気

が
し
て
い
ま
す
。
現
代
人
に
と
っ
て

少
し
遠
い
存
在
で
あ
る
仏
教
を
保
育

の
中
に
ど
う
取
り
入
れ
、
生
涯
に
渡

る
生
き
る
力
の
基
と
な
る
心
や
考
え

方
を
伝
え
て
い
く
の
か
が
、
現
場
の

私
達
に
託
さ
れ
て
い
る
身
近
な
課
題

で
は
な
い
か
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
子
供
が
「
生
き
て
い
る
、
楽
し

い
、
面
白
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
様
々
な
形
で
表
現
し
た
こ
と
を

見
逃
さ
ず
し
っ
か
り
受
け
止
め
ら
れ

る
対
応
と
環
境
作
り
に
努
め
、
保
育

者
も
自
ら
の
保
育
を
し
っ
か
り
み
つ

め
、
振
り
返
り
、
発
展
さ
せ
成
長
す

る
こ
と
に
喜
び
や
や
り
が
い
を
見
い

出
せ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
園
で
作
っ
た
歌
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
守
歌
に
も
な
る
の
で
０

か
ら
五
才
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

♪ 

の
ん
の
ん
さ
ん
の
歌 

♪

　
の
ん
の
ん
さ
ん
は
　
い
つ
も
　

笑
っ
て
ご
ざ
る
　
元
気
で
い
れ
ば
　

喜
ん
で
ご
ざ
る

　
失
敗
し
て
も
　
悲
し
い
時
も
　
優

し
い
顔
で
　
見
守
っ
て
ご
ざ
る

　
ご
ざ
る
　
ご
ざ
る

　
二
日
間
に
渡
り
、
大
変
楽
し
く
学

べ
る
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ど
の
研
修
も
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、特
に
二
日
目
の
鮫
島
先
生
の「
こ

ど
も
た
ち
と
表
現
を
楽
し
む
た
め
の

エ
ト
セ
ト
ラ
〜
遊
び
心
と
小
さ
な
工

夫
〜
」
が
印
象
的
で
し
た
。
毎
日
の

保
育
で
つ
い
時
間
に
追
わ
れ
て
こ
ど

も
達
と
の
会
話
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
私
自
身
も
遊
び
心

の
あ
る
保
育
が
足
り
な
か
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
改
め
て
遊

び
心
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
皆
で
た
く
さ

ん
の
写
真
を
選
ぶ
時
、
楽
し
ん
で
園

生
活
を
送
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

様
子
が
手
に
取
っ
て
わ
か
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
私
た
ち
の
園
で
も
実
践
し

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
温
泉
、
お
い
し
い
食
事
付

き
の
研
修
最
高
で
し
た
。

　
身
の
心
も
ゆ
っ
た
り
と
出
来
、
ま

た
後
日
の
保
育
の
活
力
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
今
度
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
貴
重
な
研
修
を
受
け

さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
①
「
徳
目
を
ど
う
保
育
に
生
か
す

か
？
」
で
は
、
ま
ず
徳
目
と
い
う
物

が
私
た
ち
保
育
者
の
人
と
し
て
の
部

分
で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
す

べ
て
は
願
い
や
思
い
か
ら
始
ま
る
」

と
い
う
言
葉
に
と
て
も
共
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
頭
や
心
の
整
理
を

す
る
事
に
徳
目
を
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
②
の
講
義
で
は
、
古
い
良
き
も
の

を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々

な
変
化
や
工
夫
を
常
に
考
え
て
い
く

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
様
々

な
人
を
巻
き
込
み
伝
え
て
い
く･･･

、

こ
れ
は
保
育
に
も
使
っ
て
い
か
な
く

て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　
③
の
講
義
で
は
、
表
現
と
は
ど
う

支
え
る
か
、
ど
ん
な
表
現
も
気
づ
か

な
け
れ
ば
「
な
い
」
と
一
緒
と
い
う

言
葉
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
す
べ

て
気
づ
き
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
写
真
を
使
っ
た
研
修

を
私
も
職
員
と
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
二
日
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
東
地
区
研
修
会
に
参
加
し
て

呑
竜
幼
稚
園
　阿
部
明
子

関
東
地
区
研
修
会
に
参
加
し
て

代
沢
み
こ
こ
ろ
保
育
園
　小
田
切
順
子

関
東
地
区
研
修
会
報
告

　参
加
者
の
感
想

関
東
地
区
研
修
会
に
参
加
し
て

祐
天
寺
付
属
幼
稚
園
　鈴
木
み
ゆ
き
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　中
岡
先
生
の
講
義
で
強
く
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
「
子
ど
も
達
は
ル
ー

ル
よ
り
も
そ
れ
を
教
え
る
先
生
と
の

信
頼
関
係
に
従
う
」
と
い
う
お
話
で

す
。
自
分
達
が
ど
れ
く
ら
い
子
ど
も

達
と
信
頼
関
係
が
築
け
て
い
る
の
か

も
う
一
度
考
え
直
す
良
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
愛
情
を
注
ぐ
だ
け

で
は
な
く
注
ぐ
相
手
が
い
る
事
も
大

事
と
い
う
お
話
に
は
っ
と
さ
せ
ら

れ
、
ま
た
ク
ス
ツ
と
笑
え
る
お
話
に

も
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
安
永
先
生
の
講
義
で
強
く
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、 

問
題
を
抱
え
て
い

る
子
ど
も
の
視
点
と
し
て
リ
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
と
い
う
方
法
が
あ
る
と
い
う

お
話
で
す
。
問
題
を
抱
え
て
い
る
子

ど
も
は
、 

見
方
を
変
え
れ
ば
困
っ
て

九
州
地
区
研
修
会
報
告

　
　
　感
　想

　

一
、
中
両
健
雄
先
生
の
ご
講
演

　一
、
安
永
智
美
先
生
の
ご
講
演

　一
、
意
見
交
換
会
（
懇
親
会
）

　一
、
松
居
和
先
生
の
ご
講
演

い
る
と
い
う
こ
と
。「
見
方
」
を
変

え
て
「
味
方
」 

に
な
る
こ
と
で
子
ど

も
達
の
自
尊
感
情
を
は
ぐ
く
ん
で
い

け
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
相
談
さ
れ
た
り
虐
待
に
気

づ
い
た
時
の
具
体
的
な
対
応
方
法

（
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
悲
し
い
事
件
の

被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
達
の
声
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
日
々
の
保
育
の
中
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
園

長
に
報
告
な
ど
し
た
い
と
職
員
間
で

話
を
し
ま
し
た
。

　
松
居
先
生
の
講
義
で
強
く
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、 
子
ど
も
に
と
っ
て

マ
マ
が
一
番
で
あ
り
、 
た
と
え
初
め

て
出
来
た
事
が
幼
稚
園
の
中
で
あ
っ

て
も
親
に
初
め
て
の
瞬
間
を
あ
げ
て

下
さ
い
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
子
ど

も
が
泣
い
た
時
、 

な
ぜ
泣
い
て
い
る

の
か
考
え
色
々
試
行
錯
誤
す
る
だ
け

で
平
和
な
空
間
に
な
り
、 

私
た
ち
が

無
心
に
な
れ
た
時
子
ど
も
が
落
ち
着

い
た
り
、 

祈
り
の
世
界
に
も
似
て
い

る
と
い
う
事
も
納
得
出
来
ま
し
た
。

　
二
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の

保
育
で
忘
れ
る
こ
と
な
く
、 

た
だ
傍

に
い
る
だ
け
で
幸
せ
を
与
え
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
近
く
で
見

守
れ
る
こ
の
仕
事
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

『
浄
土
宗
保
育
協
会
研
修
を
終
え
て
』

芦
屋
中
央
幼
稚
園
　
瓜
生 

幸
樹

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
久
し
ぶ
り
の

研
修
会
は
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で

し
た
。

　
中
岡
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

講
演
の
中
で
、
ル
ー
ル
よ
り
ラ
ポ
ー

ル
（
信
頼
関
係
）
に
従
う
子
ど
も
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
の
話
が
心
に
残

り
ま
し
た
。

　
又
、
安
永
先
生
ご
自
身
が
少
年
少

女
の
更
生
に
関
わ
る
中
で
の
体
験
談

に
は
、
心
が
押
し
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。子
ど
も
達
の
心
の
叫
び
、

そ
し
て
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
低

年
齢
化
。
そ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
、
保
護

者
支
援
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

い
く
か
の
指
標
が
で
き
ま
し
た
。

　
松
尾
先
生
の
「
自
分
は
愛
さ
れ
て

い
る
。」
と
思
え
る
親
子
関
係
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
を
振
り
返

り
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
人
の
講
師
の
方
々
に
共
通
し
て

い
た
の
は
、
親
目
線
で
は
な
く
子
ど

も
目
線
の
講
話
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
私
は
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
二
園
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
念
は『
主
人
公
は
子
ど
も
で
す
！
』

し
か
し
、
日
々
保
育
し
て
い
る
中
で

思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
親
に
話
せ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
一
歩

踏
み
出
し
て
保
護
者
に
伝
え
る
べ
き

事
も
あ
る
の
だ
と
、
自
分
に
言
い
聞

か
せ
ま
し
た
。

　
昔
、近
江
商
人
は
「
売
り
手
よ
し
。

買
い
手
よ
し
。
世
間
よ
し
。」
の
理

念
で
全
国
を
行
商
さ
れ
ま
し
た
。「
園

児
よ
し
。
保
護
者
よ
し
。
保
育
園
よ

し
。」
そ
ん
な
園
経
営
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
浄
土
宗
保
育
協
会
研
修
を
終
え
て
』

明
願
寺
幼
稚
園
　
有
田 

三
里
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第 29 回 帰敬式

　帰
敬
式
を
終
え
て
　

月
か
げ
み
ど
り
保
育
園
　田
中 

愛
菜

　
今
回
、
帰
敬
式
に
参
加
し
、
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場

所
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
事
を
す
る
の

か
分
か
ら
ず
、
少
し
不
安
だ
っ
た
の
で

す
が
、
安
永
上
人
や
お
寺
の
方
々
が
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
安
心
し
て
参

加
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大

本
山
善
導
寺
の
大
き
さ
や
歴
史
も
教
え

て
い
た
だ
き
、
建
物
の
歴
史
や
、
ど
の

よ
う
な
お
寺
な
の
か
知
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　
私
自
身
、
京
都
府
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
お
寺
な
ど
が
身
近
に
あ
り
、

地
蔵
盆
な
ど
で
今
回
お
話
に
あ
っ
た

『
数
珠
回
し
』
の
経
験
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
仏
教
の
高
校
を
卒
業
し
て
お
り
、

お
寺
で
の
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
授
業
の
一
環
と

し
て
参
加
し
て
い
た
の
で
、
ど
う
い
う

思
い
で
参
加
す
べ
き
か
何
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
で
し
た
。
今
回
、
講
義
で
仏
教

に
つ
い
て(

三
法
や
開
経
偈
、
お
釈
迦

様
に
つ
い
て)

学
ん
だ
上
で
帰
敬
式
に

参
加
し
、
お
釈
迦
様
に
想
い
を
伝
え
る

と
い
う
気
持
ち
を
心
に
置
き
な
が
ら
参

加
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
敬
式
で
は
帰
敬
式
前
の
身
の
清
め

方
、
手
か
ら
上
半
身
、
下
半
身
、
頭
の

順
番
で
全
身
を
清
め
て
か
ら
帰
敬
式
に

向
か
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
事
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
意
味
を
考
え
な
が
ら
行

う
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
手
の
平

に
お
釈
迦
様
の
御
御
足
が
乗
っ
て
い
る

と
思
い
、
礼
拝
を
す
る
と
い
う
意
味
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
献
灯
で
は
、

自
分
で
蝋
燭
を
持
っ
て
い
る
時
は
、
少

し
暗
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
蠟
燭
が
集
ま
る
と
各
々
の
想
い

も
相
ま
っ
て
明
る
く
感
じ
ま
し
た
。
お

話
で
も
、「
一
つ
一
つ
は
小
さ
な
灯
火

だ
が
、
集
ま
れ
ば
大
き
な
灯
火
と
な
る
」

と
仰
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
言
葉
の
意
味
や
講
義
を
通
し

て
、『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
と
い
う
言
葉
を
、

心
を
無
に
し
て
言
う
よ
う
に
は
し
て
い

た
の
で
す
が
、
無
に
な
る
事
は
難
し
く

気
付
け
ば
何
か
を
考
え
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
事

は
、『
幸
せ
は
探
す
も
の
で
は
な
い
気

付
く
も
の
』『
見
え
に
く
い
も
の
に
気

付
く
眼
差
し
を
持
つ
　
学
び
続
け
る
人

と
な
る
』
と
い
う
言
葉
で
す
。
保
育
を

す
る
中
で
も
、
幸
せ
を
探
す
と
い
う
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
中
で
、
起

こ
っ
た
事
に
対
し
て
幸
せ
を
感
じ
る
・

気
付
く
事
が
多
い
と
い
う
事
に
改
め
て

気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
気
付
き
を
日
頃

の
保
育
の
中
で
も
頭
に
入
れ
な
が
ら
、

こ
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　帰
敬
式
を
終
え
て
　

明
願
寺
幼
稚
園
　有
田 

三
里

　
今
回
で
な
ん
と
三
回
目
の
帰
敬
式
。

　
初
め
て
参
加
し
た
時
は
、
帰
敬
式
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、

と
て
も
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
今
回
は
帰
敬
式
の
意

味
や
、
仏
様
の
教
え
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
深
く
考
え
る
大
切
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
た
だ
式
に
参
加
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

生
活
や
考
え
方
を
振
り
返
り
な
が
ら
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
安
永
宏
史
上
人
の
講
義
で
は
、
時
事

ネ
タ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
そ
し
て
面
白
く
お
話
を

し
て
下
さ
り
、時
間
が
過
ぎ
る
の
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。最
後
に
聞
け
な
か
っ

た
話
の
続
き
を
い
つ
か
聞
い
て
み
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の
事
ば

か
り
考
え
て
し
ま
っ
た
り
、
周
り
の
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
帰
敬
式
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
多
く
の
人

や
様
々
な
ご
縁
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
事
に
改
め
て
気
付
く
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
仏
様
の
教
え
は
日
常
生

活
の
中
で
こ
そ
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
仏
様
の
教
え
を
心
に
留

め
日
々
の
生
活
の
中
で
感
謝
を
忘
れ
ず
、

周
り
の
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
帰
敬
式
で
感
じ
た
気
持
を
忘
れ

ず
、
ま
だ
ま
だ
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

帰
敬
式
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）
〜 

三
月
一
日
（
日
）

会
場 

久
留
米
市
大
本
山
善
導
寺
・
担
当 

九
州
地
区

第 29回
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と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
た
だ
式
に
参
加
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

生
活
や
考
え
方
を
振
り
返
り
な
が
ら
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
安
永
宏
史
上
人
の
講
義
で
は
、
時
事

ネ
タ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
そ
し
て
面
白
く
お
話
を

し
て
下
さ
り
、時
間
が
過
ぎ
る
の
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。最
後
に
聞
け
な
か
っ

た
話
の
続
き
を
い
つ
か
聞
い
て
み
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の
事
ば

か
り
考
え
て
し
ま
っ
た
り
、
周
り
の
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
帰
敬
式
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
多
く
の
人

や
様
々
な
ご
縁
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
事
に
改
め
て
気
付
く
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
仏
様
の
教
え
は
日
常
生

活
の
中
で
こ
そ
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
仏
様
の
教
え
を
心
に
留

め
日
々
の
生
活
の
中
で
感
謝
を
忘
れ
ず
、

周
り
の
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
帰
敬
式
で
感
じ
た
気
持
を
忘
れ

ず
、
ま
だ
ま
だ
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和 7年度 表彰対象者

令和 7年度 永年勤続表彰対象者
 10年
【岐阜教区】安養福祉会 むつみこども園：高橋　梨緒
  あおいこども園：白木 めぐみ、山下　梨緒、
【滋賀教区】大将軍ひかりこども園：福村 由美 /ひかりこども園：平松 真依、和田 なおみ
  一里山ひかりこども園：山野 夏世、北村 麻奈、越智 早紀、藤本 由起子、
   松田　萌、宇野 彩織
【京都教区】東山幼稚園：今井 睦月、堀田 良美 /
  月かげ保育園：坂之下 彩香、戸田 智子
【大阪教区】光聖会 蓮美幼児学園たにまちナーサリー：坂本 実加
  蓮美幼児学園西小山ナーサリー：北川 ほたる
  蓮美幼児学園祐天寺ナーサリー：新荘 美矢子
  蓮美幼児学園京町堀プリメール：薮野 麻衣子 /蓮美幼児学園本園：乾　忍
  蓮美幼児学園第２とよすナーサリー：廣本 祥子、田中 宏子、加藤 恵、菊地 健太
  勢至学園西九条園：荻野 桃実
【兵庫教区】幼保連携型 つきかげ認定こども園：名倉　茜、大戸 夏美
  道場保育園：佐藤 有美、大﨑 由紀子
【広島教区】認定こども園 ハイロスハイマ：笹田 聡子
【長崎教区】聖徳保育園：金子 孝司
【三州教区】まいづるこども園：酒匂 志穂 /新光こども園：東村　望

 20年
【茨城教区】文間保育園：川上 美代子 /東文間保育園：杉山 典子
【岐阜教区】安養福祉会 あおいこども園：渡邊 弥生
【滋賀教区】ひかりこども園：稲田 早紀 /大将軍ひかりこども園 : 伴 知香
【京都教区】東山幼稚園：久見 かおり
【大阪教区】光聖会蓮美幼児学園本園：野寺 博展、伊藤 恵美子
【兵庫教区】道場保育園：齊藤 香織、嶋田 清美
【広島教区】認定こども園 西部めばえ：杉岡 直美 /ハイロスハイマ：猪原 由紀、駒村 圭美
  めばえ幼稚園：佐藤　麗、横田 恵美

 30年
【青森教区】鶴田学園 ひなづる幼稚園：成田 ふじ子
【埼玉教区】認定こども園 あずま幼稚園：丹羽 美津恵
【神奈川教区】認定こども園 めぐみの丘幼稚園：佐藤 千穂
【滋賀教区】一里山ひかりこども園：堀井 由紀子、松田 杉子
【大阪教区】蓮美幼児学園本園：シュミット マーク
【兵庫教区】道場保育園：木下 裕美
【広島教区】認定こども園 ハイロスハイマ：中谷 綾子

 40年
【岐阜教区】安養福祉会 あおいこども園：安藤 成美
【尾張教区】放光福祉会ひかり保育園：西村 秀輝
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法然さまお誕生・花まつり協賛広告

浄
土
宗
保
育
協
会
理
事
長

建
中
寺
幼
稚
園
　理
事
長

村

上

真

瑞

浄
土
宗
保
育
協
会
副
理
事
長

宗
教
法
人
　
光
聖
寺
　
住
職

秋

田

光

哉

耕
逸
山
児
童
福
祉
協
会

耕
逸
山
た
ど
こ
ど
も
園

園
　長
加

藤

隆

明

副
園
長

水

谷

真

彦

社
会
福
祉
法
人
　北
串
会

北
串
保
育
園
　理
事
長

中

路

秀

彦

月
か
げ
み
ど
り
保
育
園
　園
長

浦

田

裕

人

社
会
福
祉
法
人
　大
慈
会

認
定
こ
ど
も
園
か
ん
ぎ
お
ん 

理
事
長

金

田

明

伸

宗
教
法
人
法
龍
寺

月
映
保
育
園

浄
土
宗
保
育
協
会
副
理
事
長

祐
天
寺
附
属
幼
稚
園
設
置
者

巖

谷

勝

正

社
会
福
祉
法
人
　い
ま
い
ず
み

鵜
の
木
い
ま
い
ず
み
保
育
園

園
　長
荒

牧

匠

平

藤
田
保
育
園
　理
事
長
・
園
長

後

根

𣳾

定

今
泉
保
育
園
　園
長
　
　
　
　
　
　

樋

口

威

道

だ
ん
王
夜
間
保
育
園

だ
ん
王
保
育
園

明
願
寺
幼
稚
園
　理
事
長

花

田

郁

実

山
科
幼
稚
園

西
念
寺
こ
ど
も
園

社
会
福
祉
法
人
　塁
徳
学
園

理
事
長

松

本

兼

典

龍
光
寺

神

宮

良

弘

川
南
幼
稚
園
　園
長

多

賀

学

昭

神
田
幼
稚
園
　理
事
長

友

松

浩

志

宗
教
法
人
西
願
寺

丹

羽

義

昭 法
然
さ
ま
お
誕
生
花
ま
つ
り 

協
賛
広
告

宗
教
法
人
　城
前
寺
保
育
園
　園
長
　
　
　
　
　
　

皆

川

節

子

く
ろ
た
に
幼
稚
園
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ホームページ紹介

浄土宗保育協会ホームページができました。ぜひご活用ください。
　登録がまだの園は、登録をお願いします。



テーマ 「 継　承 」
令和8年 8月 28日（金）～29日（土）

かめ福オンプレイス
山口県山口市湯田温泉 4-5-2
TEL083-922-7000　https://kamefuku.com/

８月 28日（金） 
 12:00 受付開始
 12:45 開会式　「浄土宗保育について」（浄土宗保育協会理事長　村上 真瑞 先生）
 13:30 講義①　「耳なし芳一から学ぶ」（琵琶説教師　金森 昭憲 先生）
 14:45 講義②　「絵本という栄養」（絵本作家　武井 史織 先生）
 16:15 講義③　「すきま時間を活用～疲労回復ヨガ～」（杉本 エミイ 先生）
 18:30 懇親会

８月 29日（土）
  9:30 体験「金魚ちょうちん製作」
 10:40 フラダンスショー（Luff  Aloha）
 11:15 閉会式 

 ＊予告掲載のため、諸事情により内容は変更に 
なる場合がありますので、ご了承ください。

第49回全国研修会

発 行　浄土宗保育協会
発行人 村 上 真 瑞
発行日　令和８年７月吉日
制 作　浄土宗保育協会企画委員会
印 刷　中京プリント株式会社

浄土宗保育協会
東京都港区芝公園 4-7-4 明照会館
浄土宗 社会部内（〒 105-001）
TEL 03-3436-3351 / FAX 03-3436-0744
http://jodohoiku.com/  mail: info@jodohoiku.com

講義①

金森 昭憲 先生

講義②

武井 史織 先生

＜主　催＞　浄土宗保育協会　　＜担　当＞　浄土宗保育協会山口教区支部

杉本 エミイ 先生

講義③


